
村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 【特集】 

P2～P7　災害特集 
○カメラスケッチ○お知らせ○議会だより○村職員の給与等
○国保だより○国民年金○税○村を元気にするために○人の動き

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 
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し
た
生
活
を
取
り
戻
せ

る
よ
う
、引
き
続
き
、国

や
県
、復
興
に
携
わ
る

方
々
と
協
力
し
て
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
ま
た
、地
域
防
災

力
の
強
化
、農
林
業
や
観

光
業
の
産
業
復
興
に
取

り
組
む
た
め
、役
場
庁
内

に
復
旧
・
復
興
に
向
け
た

組
織
を
立
ち
上
げ
、み
な

さ
ん
の
合
意
の
下
、年
度

内
に
は
復
興
計
画
を
策

定
し
た
い
と
考
え
て
い

ま
す
。

　

経
済
の
発
展
や
雇
用

の
創
出
を
ど
う
す
る
か
、

ま
た
、安
全
な
場
所
は
ど

こ
な
の
か
、先
人
か
ら
の

知
恵
を
受
け
継
い
で
や

っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な

り
ま
せ
ん
。
ま
た
、明
治

22
年
に
新
十
津
川
へ
移

住
し
た
と
き
の
状
況
な

ど
を
見
直
し
、今
に
生
か

し
て
い
き
た
い
と
考
え

　

９
月
の
台
風
12
号
が

も
た
ら
し
た
紀
伊
半
島

大
水
害
は
、近
畿
地
方

や
四
国
地
方
を
中
心
に

各
地
に
大
き
な
爪
跡
を

残
し
ま
し
た
。
村
で
も

家
屋
被
害
や
道
路
被

害
、河
川
の
氾
濫
、土
砂

ダ
ム
の
脅
威
、さ
ら
に
村

民
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
、

明
治
22
年
の
大
水
害
以

降
、最
大
の
被
害
と
な
り

ま
し
た
。
被
災
か
ら
３

か
月
が
経
過
し
た
現
在

も
６
名
の
方
々
が
行
方

不
明
で
、地
元
消
防
団

や
警
察
の
方
々
の
協
力

を
い
た
だ
き
捜
索
活
動

を
続
け
て
い
ま
す
。
ご

家
族
の
心
労
を
お
察
し

す
る
と
一
刻
も
早
い
発

見
を
心
か
ら
お
祈
り
し

ま
す
。

　

被
災
さ
れ
た
方
々
や

避
難
生
活
を
余
儀
な
く

さ
れ
て
い
る
方
々
が
少

し
で
も
早
く
元
の
安
心

災害
特集 　経験したことのない災害を目の当たりにした時「村民の命」が基軸にありま

した。そのため、避難指示など発令し、何度も避難をお願いしました。大変
なご迷惑をおかけしましたが、命を守るためご理解をいただきたいと思いま
す。復旧が進んだ現在は、「村の命」を基軸に復興への道を歩んでいます。

被害甚大
復旧・復興に向けて

村長の想い～メッセージ～

※写真はいずれも10月1日 神納川区
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歴
史
、文
化
、伝
統
、絆
を

大
切
に
し
、「
生
き
る
力
」

「
生
き
る
術（
す
べ
）」「
生

き
る
場
」が
あ
る
村
づ
く

り
を「
心
身
再
生
の
郷
」

を
基
軸
に
進
め
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

ま
し
た
。　

　

中
山
間
の
意
義
や
存

在
価
値
を
見
直
し
、国
の

発
展
と
結
び
つ
け
て
村

の
復
興
を
考
え
て
い
か

な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

東
日
本
大
震
災
以
降
、

日
本
人
と
し
て
の
考
え

方
が
変
わ
り
つ
つ
あ

る
よ
う
に
思
い
ま

す
。
自
分
だ
け
が

良
い
の
で
は
な
く
、

共
に
助
け
合
い
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
を
大

切
に
す
る
時
代
に

変
わ
ろ
う
と
し
て

い
る
気
が
し
ま
す
。

十
津
川
式
の
自
治

で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
を
進
め
、

　

国
や
県
、市
町
村
や
自

衛
隊
員
、復
旧
復
興
に
携

わ
っ
て
い
た
だ
い
た
方
々
、

本
当
に
多
く
の
皆
様
が
村

に
勇
気
と
力
を
与
え
て
く

だ
さ
い
ま
し
た
。
村
外
か

ら
村
を
支
え
応
援
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
多
く
の
方

々
か
ら
、連
日
の
よ
う
に
義

援
金
や
寄
付
金
、救
援
物

資
が
届
き
、そ
こ
に
は
励
ま

し
の
言
葉
が
添
え
ら
れ
て

い
ま
し
た
。

　

さ
ま
ざ
ま
な
か
た
ち
で

お
力
を
与
え
て
い
た
だ
い

た
こ
と
に
心
か
ら
感
謝
し
、

そ
し
て
糧
に
し
て
十
津
川

村
は
復
興
に
向
け
て
歩
み

続
け
て
い
き
ま
す
。

て
い
ま
す
。　

　

過
去
の
歴
史
を
顧
み

る
と
、村
の
危
機
に
植
林

な
ど
の
事
業
で
仕
事
を

つ
く
り（
勧
業
林
）、村
が

一
つ
に
な
っ
て
い
く
様
子

が
記
さ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

経
済
が
動
か
な
い
と

村
の
命
が
死
ん
で
し
ま

い
ま
す
。Ｕ
タ
ー
ン
だ
け

で
は
な
く
、共
鳴
者（
村

の
フ
ァ
ン
）に
も
来
村
し

て
も
ら
う
こ
と
が
大
切

だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

　

村
は
都
会
の
政
治
に

関
心
を
持
ち
続
け
た
唯

一
の
山
郷
で
す
。
都
会
の

方
も
共
感
で
き
る
生
活

環
境
を
整
え
る
た
め
、光

ケ
ー
ブ
ル
も
引
き
込
み

　「村長きづかないんかい」。災害か
ら１か月となる10月１日、神納川区
で自分たちのことよりも先に村長の体
調を気遣う地域の人々。生活に直結
する道路がまだまだ復旧していない
状態の中「同じ村内で、被害を受けた
人のことを想うと、道が通らんことぐら
いたいしたことない」と笑顔を見せて
くれました。家のすぐそばで起きた山
崩れを体験した人は、「山から『パキパ

キ』という音が聞こえ、木の根っこを洗
うように落ちて行った」とその瞬間を
語ってくれました。避難所で過ごした
方が「神納川HBPで旧五百瀬小学校
の施設を使っていたから、そこに避難
したときどこに何があるか、また、誰が
どの作業を得意とするか、避難したと
きも全員まとまっていた」と話されたこ
とに日ごろのコミュニティの強さを感
じました。また、民宿を営む女性は
「集落が孤立し避難生活を送る中で、
改めて『物や食べ物』の大切さを実感
した。欲しいもののほとんどが手に入
る時代で、まだ使えるものでも使い捨
てていた。何でも消費する生活の見
直しが必要と気づかされた。山村で
自然と共に生活してきた先人から学
ぶことは多くあるはず」と語ってくれま
した。「誰かは地域に残らないと。豪
雨が続いたときもここに残ると決めて
いた」と話された区長の言葉が強く印
象に残りました。

地域の声
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谷
小
学
校
・
折
立
中
学
校
連
合
運
動

会
▽
出
谷
幼
児
教
室
・
西
川
第
二
小

学
校
運
動
会

▼
10
月
24
日
▽
村
営
バ
ス
小
坪
瀬

線
、松
柱
線
一
部
運
行
再
開

▼
10
月
30
日
▽
国
道
１
６
８
号
大
字

折
立
地
内
の
折
立
橋
が
応
急
復
旧
で

開
通
▽
警
戒
区
域
の
国
道
１
６
８
号

車
両
通
行
規
制
を
緩
和
▽
昴
の
郷

「
星
の
湯
」、わ
ら
び
お
公
衆
浴
場
再

開（
無
料
開
放
）▽
村
営
バ
ス
神
納
川

線
運
行
再
開
▽
西
川
第
一
小
学
校
・

西
川
中
学
校
合
同
運
動
会

▼
10
月
31
日
▽
上
湯
川
線
運
行
再
開

▼
11
月
１
日
▽
広
域
通
院
ラ
イ
ン
バ

ス
・
奈
良
交
通
路
線
バ
ス
運
行
再
開

▽
南
部
老
人
憩
の
家
公
衆
浴
場
再
開

（
無
料
開
放
）

▼
11
月
３
日
▽
上
野
地
で
赤
谷
、長
殿

谷
の
土
砂
ダ
ム
工
事
状
況
の
説
明
会
実

施
▽
十
津
川
第
一
小
学
校
運
動
会

▼
11
月
８
日
▽
村
営
バ
ス
玉
置
川
線

及
び
瀞
八
丁
線
臨
時
運
行
開
始

▼
11
月
10
日
▽
十
津
川
温
泉
郷
の
復

活
を
Ｐ
Ｒ「
十
津
川
村
フ
ェ
ア
」▽
十

津
川
高
校
体
育
大
会

▼
11
月
12
日
▽
十
津
川
高
校
文
化
祭

▼
11
月
13
日
▽
行
方
不
明
者
の
一
斉

捜
索

▼
11
月
14
日
▽
滝
川
で
栗
平
土
砂
ダ

ム
の
説
明
会
実
施

会
主
催
）

▼
10
月
11
日
▽
十
津
川
高
校
授
業
再

開
▽
国
土
交
通
省
が
紀
伊
半
島
で
崩

落
し
た
土
砂
の
量
を
約
１
億
立
方

メ
ー
ト
ル
と
発
表

▼
10
月
13
日
▽
村
営
バ
ス
二
津
野

線
、七
色
・
本
宮
線
運
行
再
開
▽
新

十
津
川
町
長
来
村
▽
行
方
不
明
者
の

一
斉
捜
索

▼
10
月
14
日
▽
国
道
１
６
８
号
宮
井

か
ら
新
宮
間
の
通
行
止
解
除
▽
自
衛
隊

撤
退
式
▽
大
雨
注
意
報
発
令
で
警
戒

区
域
の
一
時
立
入
禁
止
▽
県
が
被
災
者

向
け
仮
設
住
宅
を
着
工
▽
国
土
交
通

省
近
畿
地
方
整
備
局
道
路
部
長
来
村

▼
10
月
16
日
▽
赤
谷
の
土
砂
ダ
ム
が

越
流

▼
10
月
17
日
▽
大
雨
注
意
報
が
解
除

さ
れ
警
戒
区
域
の
一
時
立
入
再
開
▽

村
営
バ
ス
奥
高
滝
か
ら
奥
武
蔵
間
の

運
行
開
始
▽
Ｃ
Ｅ
Ｎ
Ａ
Ｌ
が
村
内
で

復
興
応
援
コ
ン
サ
ー
ト
実
施
▽
前
田

国
交
大
臣
が
被
災
地
３
県
視
察

▼
10
月
19
日
▽
観
光
協
会
が
玉
置
神

社
で
供
湯
祭

▼
10
月
21
日
▽
県
五
條
土
木
事
務
所

十
津
川
復
旧
復
興
課
開
所（
役
場
庁

内
）

▼
10
月
22
日
▽
社
会
福
祉
協
議
会
が

各
地
区
で
ふ
れ
あ
い
の
会
開
始

▼
10
月
23
日
▽
み
ど
り
保
育
所
・
平

の
説
明
会
実
施

▼
９
月
26
日
▽
上
野
地
で
警
戒
区
域

見
直
し
の
説
明
会
実
施
▽
警
戒
区
域

の
一
部
解
除

▼
９
月
27
日
▽
行
方
不
明
者
の
一
斉

捜
索

▼
９
月
29
日
▽
小
井
地
区
の
避
難
指

示
解
除

▼
９
月
30
日
▽
十
津
川
村
社
会
福
祉

協
議
会
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
閉
所

▼
10
月
３
日
▽
十
津
川
村
社
会
福
祉

協
議
会
の
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
再
開
▽
村

内
全
て
の
小
中
学
校
で
授
業
再
開

▼
10
月
４
日
▽
村
内
一
斉
で
犠
牲
に

な
ら
れ
た
方
に
黙
と
う　

▼
10
月
５
日
▽
村
営
バ
ス
一
部
運
行

再
開

▼
10
月
７
日
▽
国
道
１
６
８
号
大
字

桑
畑
櫟
砂
古
の
通
行
止
解
除
▽
桑
畑

本
在
の
避
難
指
示
解
除
▽
上
野
地
で

赤
谷
土
砂
ダ
ム
の
工
事
状
況
な
ど
説

明
会
実
施
▽
県
が
台
風
12
号
災
害
復

旧
・
復
興
推
進
本
部
を
設
立

▼
10
月
８
日
▽
国
土
交
通
省
近
畿
地

方
整
備
局
に
よ
る
長
殿
地
区
と
栗
平

地
区
の
土
砂
ダ
ム
緊
急
対
策
工
事
が

決
定

▼
10
月
９
日
▽
長
殿
・
栗
平
の
土
砂

ダ
ム
緊
急
対
策
工
事
着
手
▽
み
ん
な

の
運
動
会
開
催（
十
津
川
お
や
じ
の

▼
９
月
19
日
▽
大
雨
注
意
報
発
令
で

大
字
永
井
大
畑
瀞
決
壊
の
恐
れ
が
あ

り
大
字
重
里
に
避
難
勧
告
発
令

▼
９
月
20
日
▽
国
道
１
６
８
号
五
條

市
大
塔
町
辻
堂
地
内
が
悪
天
候
で
全

面
通
行
止
▽
台
風
15
号
最
接
近

▼
９
月
21
日
▽
五
條
市
大
塔
町
赤
谷

土
砂
ダ
ム
の
水
位
上
昇
で
国
道
１
６

８
号
高
津
か
ら
長
殿
村
境
ま
で
全
面

通
行
止

▼
９
月
22
日
▽
赤
谷
土
砂
ダ
ム
の
越

流
を
上
空
か
ら
確
認
▽
上
野
地
で
土

砂
ダ
ム
の
説
明
会
実
施
▽
ホ
テ
ル
昴

「
星
の
湯
」お
風
呂
の
無
料
開
放
開
始

▼
９
月
23
日
▽
重
里
地
区
の
避
難
勧

告
解
除
▽
十
津
川
村
土
砂
災
害
緊
急

情
報
現
地
対
策
連
絡
協
議
会
設
立
▽

気
象
庁
来
庁

▼
９
月
24
日
▽
滝
川
で
栗
平
土
砂
ダ

ム
の
説
明
会
実
施
▽
重
里
で
大
畑
瀞

災害
特集

災害から今日まで
村の出来事（９月18日から11月14日まで）
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無人化施工を実施（赤谷・長殿地区）

【赤谷地区】
仮排水路工事、防護土堤工事を
進めています。

【長殿地区】
防護土堰堤工事、仮排水路護岸
工事などを進めています。

【栗平地区】
防護土堤設置、仮排水工事を進めて
います。

土砂の崩落・転石個所などの危険性がある崩壊斜面に近接する箇所における工事の実施にあたり、作業の安全
確保に万全を期すため、建設機械を無線で遠隔操作し無人での作業を行う「無人化施工」を実施しています。

①施工内容・施工期間　　　防護土堤の施工　堤長：75m　　　
②使用機械　　　　　　　　油圧ショベル ※（分解型・1.0㎥級） 1台

※１：工程は降雨による作業中止を見込んでいます。※２：工程は今後の天候に大きく左右されます。※３：※対策工は現在検
討中のため、今後変更の可能性があります。※４：緊急対策工事完了後に恒久的な対策工事を実施します。

土砂ダム緊急対策工事
資料提供：国土交通省近畿地方整備局

※１：工程は降雨による作業中止を見込んでいます。※２：工程は今後の天候に大きく左右されます。※３：対策工は現在検討
中のため、今後変更の可能性があります。※４：緊急対策工事完了後に恒久的な対策工事を実施します。

※国内最大級の分解型ショベル(中部地方整備局所有)を
　災害現場に日本で初めて実践投入。
※赤谷地区においても、同様の無人化施工が行われています。

土砂ダム緊急対策工事
資料提供：国土交通省近畿地方整備局

↓土砂ダム緊急対策工事無人化施工例（長殿地区）

▲
危
険
な
斜
面
で
活
躍
す
る

　
シ
ャ
ベ
ル

▲搬入路がない
ためヘリで空輸
し組み立て

ポンプ排水設備設置
ヘリポート
防護土堤設置
仮排水路掘削
仮排水路護岸工事
工事用道路
仮設桟橋設置
進入路設置

工種 数種 10月 11月 12月 1月 2月 3月
1式
約20m2

約250m
約520m
約520m
約1040m
約150m
約750m

工事用道路設置

進入路設置

水中ポンプ設置

防護土堤設置

仮排水路設置

仮排水路護岸工事

工種 数種 9月 10月 11月 12月 1月
約3000m

約1200m

1式

約600m

約105千m3

約6.3千m2

工種 数種 10月 11月 12月 1月 2月 3月
ポンプ排水設備設置
ヘリポート
防護土堤設置
仮排水路掘削
仮排水路護岸工事

1式
約20m2

約250m
約520m
約520m

流転開始

流転開始

流転開始
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谷
口
さ
ん
は
災
害
以
前
か
ら

本
村
と
の
交
流
が
深
く
、村
の
駅

伝
大
会
に
招
待
さ
れ
た
新
十
津

川
町
チ
ー
ム
の
引
率
や
町
青
年

会
の
本
村
訪
問
研
修
の
引
率
、本

村
青
年
団
の
新
十
津
川
町
訪
問

研
修
の
受
け
入
れ
な
ど
、両
町
村

の
交
流
に
携
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

災
害
前
の
状
況
を
よ
く
知
る
谷

口
さ
ん
が
村
の
被
害
を
ニ
ュ
ー
ス

で
知
っ
た
と
き
、「
村
が
ど
え
ら
い

こ
と
に
な
っ
て
い
る
」と
強
く
感

じ
た
と
い
い
ま
す
。

　

応
援
隊
は
、町
が
村
へ
の
派
遣

を
募
り
、そ
こ
に
自
ら
志
願
し
て

派
遣
を
決
め
た
方
々
で
し
た
。

志
願
を
決
め
た
と
き
の
想
い
を

「
家
族
が
い
る
。
正
直
戸
惑
い
も

あ
っ
た
が
、母
村
の
危
機
を
見
過

ご
せ
な
い
」と
谷
口
さ
ん
は
話
し

ま
し
た
。

　

11
月
17
日
、２
か
月
間
の
激
務

を
終
え
た
応
援
隊
の
み
な
さ
ん
が

帰
町
す
る
日
を
迎
え
、９
時
か
ら

住
民
ホ
ー
ル
で
見
送
り
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
谷
口
さ
ん
は「
復

興
は
こ
れ
か
ら
が
本
番
と
感
じ
て

い
ま
す
が
、目
に
見
え
る
か
た
ち

で
復
旧
が
進
ん
で
い
ま
す
。
町
に

帰
っ
て
、母
村
が
頑
張
っ
て
い
る
姿

を
み
な
さ
ん
に
伝
え
た
い
」と
話

し
ま
し
た
。

　

帰
路
に
着
い
た
応
援
隊
を
見

送
る
職
員
の
間
に
は
、仲
間
が
去

「
母
村
の
危
機
を

見
過
ご
せ
な
い
」

　

村
民
の
だ
れ
も
経
験
し
た
こ

と
の
な
い
災
害
発
生
か
ら
わ
ず
か

２
週
間
後
の
９
月
18
日
、村
の
復

旧
・
復
興
を
支
援
す
る
た
め
、新

十
津
川
町
か
ら
災
害
応
援
隊
と

し
て
３
名
が
入
村
し
ま
し
た
。

▼
新
十
津
川
町
災
害
応
援
隊

（
敬
称
略
）

隊　

長　

谷
口　

秀
樹

副
隊
長　

由
野　

格　

隊　

員　

松
尾　

昭
彦　

　

谷
口
さ
ん
は
観
光
振
興
課
で

壊
滅
的
な
被
害
を
受
け
た
十
津

川
温
泉
の
源
泉
復
旧
工
事
な
ど

の
業
務
、由
野
さ
ん
は
福
祉
事
務

所
で
支
援
物
資
の
仕
分
け
や
長

殿
地
区
の
警
戒
区
域
監
視
、介
護

保
険
事
務
な
ど
多
岐
に
わ
た
る

業
務
、松
尾
さ
ん
は
総
務
課
で
災

害
救
助
法
の
業
務
を
そ
れ
ぞ
れ

担
当
し
ま
し
た
。

　

11
月
17
日
ま
で
の
２
か
月
間
、

応
援
隊
は
そ
れ
ぞ
れ
の
部
署
で

刻
一
刻
と
状
況
が
変
化
す
る
災

害
対
策
に
臨
機
応
変
に
対
応
し
、

昼
夜
を
問
わ
ず
業
務
を
続
け
ま

し
た
。
村
の
復
旧
の
た
め
一
心
に

取
り
組
む
姿
が
、国
や
県
、自
衛

隊
員
、何
よ
り
も
村
民
や
職
員
に

勇
気
と
元
気
を
与
え
て
く
れ
ま

し
た
。

災害
特集

新十津川町の支援・絆
～ありがとう「災害応援隊のみなさん」～

写真：新十津川町災害応援隊のみなさん／右から谷口さん、松尾さん、由野さん（いずれも役場庁内で撮影）

10月13日、新十津川町植田町長（左）が来庁。見舞金や義援
金の目録を村上副村長（右）に届けられる。

た
に
ぐ
ち

ひ
で  

き

よ
し  

の

と
お
る

ま
つ  

お

あ
き
ひ
こ



写真：右　両町村の紋章（十津川村の村章、新十津川町の町章、両町村同じ紋章となっている）
写真：中　お米「ななつぼし」に書かれた「がんばろう十津川」（新十津川町の河村さんより寄贈）
写真：左　１０月１３日に植田町長が来村されたとき、見舞金や義援金と一緒にとどけられた千羽鶴など。（町の小学校か
ら応援フラッグ、中学校から応援メッセージが入ったビデオレターが、それぞれ村の小・中学校に届けられました。千羽鶴
は役場の教育委員会事務局前の廊下に展示されています。

写真：右から　新十津川町長が折立橋落橋現場視察、新十津川町長来庁（役場村長室）、応援隊見送り（役場玄関前）
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澤
総
務
課
長
来
村
▽
見
舞
金
５

千
万
円
・
義
援
金
約
１
千
５
百

万
円
の
目
録
を
届
け
ら
れ
る

▼
10
月
15
日
▽
新
十
津
川
町
の

社
会
福
祉
法
人「
明
和
会
」か
ら

職
員
５
人
の
み
な
さ
ん
が
高
森

の
郷
に
介
護
応
援
の
た
め
来
村

（
20
日
ま
で
の
６
日
間
）

▼
10
月
26
日
▽
新
十
津
川
農
業

高
校
か
ら
十
津
川
高
校
に
応
援

メ
ッ
セ
ー
ジ
と
生
徒
が
実
習
で
収

穫
し
た
米
28
㎏×

４
袋
が
届
け

ら
れ
る

る
寂
し
さ
と
同
時
に
感
謝
が
溢

れ
ま
し
た
。
見
送
っ
た
日
の
夜
、

役
場
に「
こ
ち
ら
は
雪
で
す
。
無

事
、新
十
津
川
町
に
到
着
し
ま
し

た
」と
遠
く
離
れ
た
北
の
大
地
か

ら
届
い
た
声
に
職
員
一
同
心
温

ま
る
も
の
を
感
じ
ま
し
た
。

　

明
治
22
年
８
月
の
大
水
害
、

「
幾
世
代
に
わ
た
っ
て
そ
の
因
縁

を
保
ち
、由
緒
を
相
続
す
る
」と

北
海
道
移
住
に
臨
ん
で
誓
い
合
っ

た
言
葉
。
両
町
村
の
先
人
が
築

い
て
き
た
絆
は
、現
在
に
も
受
け

継
が
れ
、そ
の
絆
が
こ
の
度
の
大

水
害
で
甚
大
な
被
害
を
受
け
た

村
に
、本
当
に
大
き
な
勇
気
と
元

気
を
与
え
て
く
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
災
害
を
風
化
さ
せ
な
い
こ

と
、そ
し
て
新
十
津
川
町
か
ら
の

支
援
と
両
町
村
の
絆
を
後
世
に

伝
え
て
い
く
こ
と
が
、村
の
大
切

な
使
命
の
ひ
と
つ
だ
と
感
じ
て
い

ま
す
。

「
新
十
津
川
町
の

支
援
の
動
き
」

▼
９
月
９
日
▽
植
田
町
長
を
本

部
長
と
す
る「
十
津
川
村
緊
急
支

援
対
策
本
部
設
置
」▽
義
援
金
の

募
集
を
開
始

▼
９
月
18
日
▽
新
十
津
川
町
か

ら
派
遣
さ
れ
た
３
名
の
応
援
隊

が
着
任

▼
10
月
13
日
▽
植
田
町
長
・
藤
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村
民
の
生
命
や
財
産
を
守
り
ま
す

五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
開
署
式

　

五
條
消
防
署
十
津
川
分
署
の
開
署
式
が
折
立
中
学

校
体
育
館
で
行
わ
れ
ま
し
た
。
式
典
で
は
、更
谷
村
長

が「
日
々
訓
練
を
積
み
重
ね
ら
れ
た
隊
員
の
皆
さ
ん
に

よ
る
救
急
救
命
活
動
や
消
防
活
動
、予
防
指
導
活
動
な

ど
消
防
の
常
備
化
は
、村
民
に
と
っ
て
大
変
心
強
い
」と

お
礼
を
述
べ
、初
代
十
津
川
分
署
長
の
辻
本
分
署
長
が

「
防
災
の
拠
点
と
し
て
村
民
の
安
心
安
全
を
確
保
し
て

い
き
た
い
」と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

昨
年
12
月
の
北
部
３
区
に
続
き
、28
日
正
午
か
ら
南

部
４
区
を
含
め
て
村
内
全
域
が
五
條
消
防
の
管
轄
と

な
り
ま
し
た
。
開
署
を
前
に
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
は
、救
急

車
や
救
助
工
作
車
な
ど
の
車
両
の
ほ
か
、救
助
に
必
要

な
特
殊
な
資
機
材
も
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

救
急
車
や
救
助
工
作
車
、ポ
ン
プ
車
な
ど
を
配
備

し
、村
民
の
生
命
や
財
産
を
守
っ
て
く
れ
ま
す
。

　11日の十津川温泉郷の営業再開を前に、温泉郷
の復活をアピールする「十津川村フェア」が奈良市の
奈良公園内で開かれました。
　この日は村の食材を使った料理、特産品の販売や、
村から運んだ温泉の足湯も行われました。参加した
観光協会の会員は、「これから村をアピールし、たくさ
んの観光客を村に呼び込みたい」と意気込んでいま
した。足湯も来客者に好評で、「いい温泉。ぜひ十
津川村に行って生きた温泉に浸かりたい」と話されま
した。

十津川温泉郷の復活をアピール
　　　「十津川村フェア」

　台風12号災害時、村で活躍された自衛隊。
総指揮官を務めた大久保自衛隊第７施設群
の米津群長が12月１日付けで茨城県ひたち
なか市の勝田駐屯地へ異動されました。異
動に先立ち、習田２科長と小原出身の笹内陸
曹長などが同行され、その異動の報告と村の
復興を自身の目で確かめました。
　災害当初から村に入り、村民のために活躍
されました。多大なるご尽力ありがとうござ
いました。

米津群長、ありがとうございました

11
10

11
28

11
28
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カメラスケッチ 　

11
月
３
日（
木
）、秋
の
叙
勲
の
受
章
者
発
表
が
あ
り
、丸
谷
さ
ん

が
消
防
功
労
と
し
て「
瑞
宝
単
光
章
」の
栄
誉
に
輝
き
ま
し
た
。

　

丸
谷
さ
ん
は
、昭
和
38
年
に
消
防
団
に
入
団
さ
れ
、平
成
13
年
か

ら
副
団
長
と
し
て
、45
年
８
月
の
永
き
に
わ
た
り
、村
民
の
生
命
、身

体
及
び
財
産
を
火
災
な
ど
の
災
害
か
ら
防
ぎ
、消
防
力
の
強
化
、充

実
に
尽
力
さ
れ
、本
村
消
防
の
発
展
に
貢
献
さ
れ
ま
し
た
。

　

翌
日
、奈
良
県
知
事
か
ら
伝
達
が
あ
り
、栄
誉
あ
る
章
を
受
章
さ

れ
ま
し
た
。
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　第16回奈良新聞文化賞の授賞式が奈良市の
春日野荘で行われ、村から田花敏郎さん（大字平
谷）が受賞されました。
　この賞は、県内の学術、文化、芸能、スポーツ、
産業などの分野で活躍している個人・団体を表
彰するもので、田花さんは、全国の日本源泉かけ
流し温泉協会の初代会長に就任し、十津川温泉
郷を含む全国９つの源泉かけ流し温泉のアピー
ルや村の観光協会長として地域振興に取り組ま
れたことが高く評価されました。おめでとうござ
います。

　

11
月
25
日
、特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム「
高
森
の
郷
」で
、み

ど
り
保
育
所
の
園
児
が
歌
や
ダ
ン
ス
な
ど
を
発
表
し
ま
し

た
。
台
風
12
号
で
お
じ
い
ち
や
ん
、お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
さ
み

し
い
思
い
を
し
て
い
な
い
だ
ろ
う
か
、少
し
で
も
温
か
い
気

持
ち
に
な
れ
た
ら
と
思
い
今
回
の
発
表
と
な
り
ま
し
た
。

　
「
げ
ん
こ
つ
山
の
た
ぬ
き
さ
ん
」な
ど
の
童
謡
に
合
わ
せ
、

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
と
い
っ
し
ょ
に
遊
び
ま
し

た
。
発
表
会
を
終
え
た
園
児
は「
お
じ
い
ち
ゃ
ん
、お
ば
あ

ち
ゃ
ん
が
喜
ん
で
く
れ
て
よ
か
っ
た
」と
恥
ず
か
し
そ
う
に

答
え
て
く
れ
ま
し
た
。

お
じ
い
ち
ゃ
ん
・
お
ば
あ
ち
ゃ
ん

僕
た
ち
、私
た
ち
の
発
表
ど
う
で
し
た
か

11
25

田花敏郎さん(大字平谷)が
　奈良新聞文化賞を受賞 丸

谷
茂
安
さ
ん（
大
字
折
立
）が

　
　「
瑞
宝
単
光
章
」を
受
章

10月26日

11
月
３
日

としろう

し
げ
や
す
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【問】福祉事務所　☎０７４６（６２）０９０１

議
会
だ
よ
り

議
会
だ
よ
り

　

来
年
の
２
月
１
日
現
在
で
全
国
一
斉
に
、平
成

24
年
経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

調
査
は
、全
国
す
べ
て
の
事
業
所
を
対
象
に
行
わ

れ
る
ま
す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

問
住
民
課　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

南
和
の
医
療
等
に
関
す
る
協
議
会

（
第
６
回
）

　
「
第
６
回
南
和
の
医
療
等
に
関
す
る
協
議

会
」が
11
月
７
日
、斑
鳩
町
の
い
か
る
が
ホ
ー

ル
で
開
催
さ
れ
、知
事（
協
議
会
会
長
）や
、南

和
地
域
の
12
市
町
村
長
が
出
席
し
ま
し
た
。

　

こ
の
日
は
、受
益
と
負
担
の
あ
り
方
に
つ
い

て
各
構
成
団
体
毎
の
負
担
割
合
の
合
意
、ま

た
、「（
仮
称
）南
和
広
域
医
療
組
合
」の
規
約

や
基
本
構
想
・
基
本
計
画
の
骨
格
が
合
意
さ

れ
、大
き
な
一
歩
を
踏
み
出
し
ま
し
た
。

問
南
和
の
医
療
に
関
す
る
協
議
会（
五
條
市

　

本
町
３‐

１‐

13
内
吉
野
保
健
所
２
階
）

　

☎
０
７
４
７（
22
）１
２
８
３

●
十
津
川
村
十
津
川
温
泉
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
１
，０
０
０
万
円
を

追
加
。
総
額
６
，５
１
０
万
２
千
円

●
十
津
川
村
湯
泉
地
温
泉
事
業
特
別
会
計

補
正
予
算（
第
１
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
２
５
０
万
円
を
追

加
。
総
額
１
，７
３
８
万
３
千
円

　
条
　
　
例
　

●
十
津
川
村
ダ
ム
対
策
特
別
委
員
会
条
例

　

ダ
ム
に
関
す
る
諸
問
題
へ
の
対
策
、そ
の

他
諸
事
項
を
調
査
、審
議
す
る
た
め
の
特
別

委
員
会
を
設
置
す
る
条
例
を
定
め
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　

委
員
長　
　

松
實　

豊
隆

　
　
　
　
　
　

副
委
員
長　

温
井　

利
一

　
　
　
　
　
　

委
員　
　
　

千
葉　

浩
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

栗
栖　

正
久

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

柳
瀬　
　

章

▼
平
成
23
年
十
津
川
村
議
会「
第
４
回
臨
時

会
」が
11
月
９
日
に
開
か
れ
、一
般
会
計
及
び

特
別
会
計
の
補
正
予
算
、特
別
委
員
会
を
設

置
す
る
条
例
の
議
案
を
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

　
補
正
予
算
　

●
十
津
川
村
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
６
億
６
，１
９
１
万

４
千
円
追
加
。
総
額
70
億
５
，３
３
２
万
５

千
円

●
十
津
川
村
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
補

正
予
算（
第
３
号
）

　

歳
入
歳
出
そ
れ
ぞ
れ
７
６
７
万
４
千
円

を
追
加
。
総
額
２
億
８
，１
６
９
万
７
千
円

県
情
報
シ
ス
テ
ム
課
か
ら
お
知
ら
せ

　

台
風
12
号
時
の
通
信
状
況
に
関
す
る
聞

き
取
り
調
査
の
た
め
調
査
員
が
訪
問
し
ま

す
の
で
、ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

　

☎
０
７
４
２（
27
）８
４
４
６

12
月
５
日
付 （　

 

）は
旧
職

○
課
長
級
▼
上
東　

清
房
・
生
活
環
境
課
水

道
事
業
対
策
室
長（
建
設
課
指
導
主
事
）

○
係
長
級
▼
東　

辰
夫
・
生
活
環
境
課
水
道

事
業
対
策
室
係
長（
生
活
環
境
課
係
長
）▼
中

根
健
一
郎
・
生
活
環
境
課
水
道
事
業
対
策
室

係
長（
生
活
環
境
課
係
長
）▼
田
中
秀
憲
・
生

活
環
境
課
係
長（
総
務
課
係
長
）

○
主
査
級
等
▼
山
香
慶
造
・
生
活
環
境
課
水

道
事
業
対
策
室
主
事（
生
活
環
境
課
主
事
）

　受診期間は、平成24年2月末までです。
　受診には、村が発行する問診票が必要
ですので、福祉事務所 保健衛生係までお
気軽にお問い合わせください。
【受診できる医療機関】
●奈良県立五條病院〈受診日は金曜日〉
●新宮医療センター〈受診日は火・木曜日〉
※受診は予約制です。
●自己負担２，０００円（※クーポン券をお持
ちの方は無料です）

無料検診対象年齢はこちら！
●子宮頸部がん：平成２３年４月２日時点で
20歳、25歳、30歳、35歳、40歳の方
●乳がん：平成２３年４月２日時点で40歳、
45歳、50歳、55歳、60歳の方

　11月15日、にこやかサロンのこどもた
ちが花園保育所の園児たちと一緒に交流
会を行いました。音楽療法でリズムをとっ
たりと楽しい交流会になりました。次のに
こやかサロンは１月１8日（水）風屋の北部
老人憩の家で予定しています。

・上記の集団検診を受診できな
かった方や無料クーポン対象者の
方でまだ受診されていない方へ

　これまで子ども手当を受け取っていた
方も含めて、申請は全ての方が必要です。
【問】福祉事務所　☎０７４６（６２）０９０2

～にこやかサロンと
        保育所の交流会～

子宮頸部がん、
乳がん検診に行こう！
～早期発見・早期予防～

１０月から「子ども手当」が
変わりました！

福祉事務所からお知らせ

保健だより

 人
事
異
動



村職員の給与・定員など
状況を公表します

普通昇給期間（12～24月）を
短縮して昇給した職員数（Ｂ）

675,000円

590,000円

280,000円

235,000円

215,000円

区分

村　長

副村長

議　長

副議長

議　員

●人件費の状況　（平成22年度普通会計決算）

●職員給与等の状況　
（平成23年度普通会計予算）

●職員の経験年数別・学歴別平均給料月額状況
（平成23年4月1日現在）

●特別職の報酬等の状況（平成23年4月1日現在）

●一般行政職の級別職員数の状況　 （平成23年4月1日現在）

●初任給の状況　 （平成23年4月1日現在）

●平均給料・平均給与月額と平均年齢　（平成23年4月1日現在）

●昇給期間短縮の状況　

(注)人件費には、特別職の給料、報酬等を含む
(平成21年度の人件費率　14.1％)

村は、十津川村を示す。

村は、十津川村を示す。

（注）職員手当には、退職手当を含まない。
　　給与費は、当初予算に計上された額。

人　　口

歳出額（Ａ）

実質収支

人件費（Ｂ）

人件費率　Ｂ／Ａ

4,063人

6,134,329千円

193,781千円

763,072千円

12.4％

給　　与

職員手当

期末・勤勉手当

計　（Ｂ）

　　106人

355,357千円

78,016千円

126,750千円

560,123千円

5,284千円一人あたり給与Ｂ／Ａ

給
　
与
　
費

職 員 数　（Ａ）

252,950円

279,900円

354,880円

385,114円

396,766円

－円

228,300円

256,867円

301,700円

347,614円

388,958円

406,966円

－円

－円

268,888円

275,300円

389,894円

－円

主事
技師

主査
主事

係長
主査

課長補佐
係長等

課長
課長補佐等

1級 2級 3級 4級 5級

10

12.5％

17

21.2％

14

17.5％

18

22.5％

21

26.3％

11.7％

標準的な
職務内容

区　分

職 員 数

構 成 比

１年前の構成比
（参考） 22.1％ 19.5％ 20.8％ 25.9％

80

100％

100％

合　計

大学卒
区分

10年以上
15年未満
15年以上
20年未満
20年以上
25年未満
25年以上
30年未満
30年以上
35年未満

35年以上

高校卒 高校卒

一   般   職 技能職

給料・報酬の月額 期末手当

6月期　1.45月分
12月期　1.50月分

計　2.95月分

加算措置　　有

161,600円

178,800円

172,200円

185,800円

初任給

採用２年経過日給料月額

初任給

採用２年経過日給料月額

平均給料月額
（平均給与月額）

295,996円
（361,221円）
327,205円
（397,723円）

平均
年齢

41.1歳

42.3歳

平均給料月額
（平均給与月額）

一般行政職 技能労務職

一般行政職 技能労務職

274,168円
（302,458円）
283,862円
（321,662円）

平均
年齢

50.3歳

49.5歳

区　　分

区分

村

国

村

国

140,100円

149,800円

140,100円

149,800円

大学卒 高校卒

一般行政職

22年度

77

0

0％

職　員　数　（A）

区　　分

比　率 （B）／（A）

23年度

80

0

0％

22年度

17

0

0％

23年度

16

0

0％

　本村の職員の給与については、村の財政状況を踏
まえて国や地方公共団体に準じて対応しています。
　職員の定員についても、十津川村定員適正化計画
に基づき、社会経済情勢や住民ニーズの変化に対応し
た職員配置を行いつつ、事務事業の見直しなどを踏ま
えて適正化に努めています。
　村民の皆様に職員給与・定員の実態を正しく知って
いただくため、その概要を公表します。
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勤続20年

勤続25年

勤続30年

最高限度額

６月期

12月期

計

自己都合

23.500月分

33.500月分

41.500月分

59.280月分

789千円

議　会

総　務

税　務

民　生

農　水

衛　生

土　木

商　工

一
般
行
政
職
部
門

普
通
会
計
部
門

公
営
企
業
等

小　計

教　育

水　道

その他

小　計

期末手当

1.25月分

1.35月分

2.60月分

区　　分

支給総額

職員１人あたり支給年額

金　　額

勤勉手当

0.70月分

0.65月分

1.35月分

勧奨・定年・その他

30.550月分

41.340月分

50.700月分

59.280月分

6,169千円

国十津川村

国十津川村

区分

区分

十津川村
と同じ

十津川村と同じ

（注）職員数は一般職に属する職員数で臨時的または非常勤職員を除く（教育長含）

●部門別職員数の状況と増減数（人）

●時間外勤務手当　　

●期末・勤勉手当　　

●退職手当　 ●扶養手当・住居手当・通勤手当

●特殊勤務手当

１人当たり
平均支給額

その他の加算措置
定年前早期退職特別措置（2～20％）

※職務上の段階、職の級等による加算措置有

（平成22年度） （平成23年度）

（平成22年度普通会計決算）

（各年4月１日現在）

（平成22年度普通会計決算）

（平成23年4月1日）

13,000円

6,500円

11,000円

5,000円

（上限）27,000円

55,000円

最高限度額
　55,000円

配偶者

扶養親族

配偶者がない場合1人目

特定期間の加算

借家

交通機関利用・最高限度額

職員全体に占める手当支給職員の割合

支給対象職員１人あたり平均支給年額

手当の種類（手当数）

24％

124千円

8

交通用具（自動車等）利用す
る職員で2㎞以上、最初の2㎞
3,000円。1km増すごとに
1,000円加算。
※国の支給額は、通勤手当の交通用具用の場合を
除き十津川村と同じ

扶養手当

住居手当

通勤手当

区分

区　　分

代
表
的
な

手
当
の
名
称

全　職　種

内　　容　（月額）

清掃業務手当
救急業務手当

救急業務手当
年末年始勤務手当

支給額の多い手当

多くの職員に支給されている手当
16,029千円

225,761円

部　門
区　分

合　　計

職　員　数
対前年増減数 増減理由

採用・退職

新規採用　　　6名

普通退職　　▲3名
その他　　　▲1名

　計　　　　▲4名

1

▲ 1

0

▲ 1

1

1

2

0

3

▲ 1

0

0

0

2

平成22年

2

24

3

21

9

8

9

4

80

25

3

10

13

118

平成23年

3

23

3

20

10

9

11

4

83

24

3

10

13

120
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決算報告険特別会計

期
治
療
を
必
要
と
す
る
慢
性

疾
患
患
者
の
増
加
、医
療
の

進
歩
・
高
度
化
で
、医
療
費
は

年
々
増
加
、国
保
財
政
は
依

然
厳
し
い
状
況
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　
今
後
も
、皆
さ
ん
が
安
心

し
て
医
療
を
受
け
ら
れ
、国

保
財
政
が
健
全
に
運
営
さ
れ

る
よ
う
に
、日
ご
ろ
か
ら
健

康
づ
く
り
を
心
が
け
、医
療

費
を
節
約
す
る
と
と
も
に
、

国
保
税
の
期
限
内
納
付
に
ご

協
力
く
だ
さ
い
。

　
国
民
健
康
保
険（
国
保
）は
、

加
入
者
の
皆
さ
ん
が
お
金（
国

保
税
）を
出
し
合
い
、医
療
費

の
負
担
を
少
な
く
す
る
た
め

の
助
け
合
い
の
制
度
で
す
。

も
し
、国
保
税
を
納
め
な
い
人

が
い
る
と
、ほ
か
の
加
入
者
と

の
公
平
を
欠
く
ば
か
り
か
、財

源
が
不
足
し
、税
率
の
引
き
上

げ
に
も
つ
な
が
り
ま
す
。
長

引
く
経
済
の
低
迷
や
低
所
得

者
層
の
増
加
に
よ
り
国
保
税

の
収
入
が
減
る
一
方
で
、高
齢

化
や
生
活
習
慣
病
な
ど
の
長

平成22年度の国民健康保険特別会計の
決算がまとまり、９月の定例議会で承認さ
れました。その概要をお知らせします。

176万6,099円
2万7,677円
1万1,100円
30万7,000円

繰越金
諸収入
手数料
分担金及び負担金

※その他の収入の内訳

2,999万3,643円
0円

法定分
財政補てん分

※繰入金の内訳

6,907万8,463円
1,577万7,153円
1,020万1,144円

医療保険分
後期高齢者医療保険分
介護保険分

※国民健康保険税の内訳

78.3%
16.2%
5.1%
0.4%

100.0％

4億5,956万2,465円
9,505万6,760円
2,999万3,643円
211万1,876円

5億8,672万4,744円

　補助金
※国民健康保険税
※繰入金
※その他の収入
　　　合　計

平成22年度決算額 構成比

■補助金　
　保険給付費、老人保健拠出金、介護納
付金などの一部を国、県などが負担す
るお金です。
■国民健康保険税　
　加入者が納める税金で、保険給付費な
どに充てられます。
■繰入金　
　国保会計の財源の一部を、国、県及び
村が補てんするお金です。

■繰越金　
　平成21年度の繰越金です。
■諸収入　
　交通事故など第三者行為にかかる損
害賠償金などです。

■手数料　
　国保税の督促手数料です。

歳　入
586,724,744円

補助金
78.3%

繰入金
5.1%

国民健康
保険税
16.2%

その他の収入 0.4%
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国民健康保
平成23年度へ繰越

円11,244

■保険給付費
　加入者の医療費や出産育児一時金、
葬祭費などに係る経費です。
■保健衛生普及費
　医療費通知に係る経費です。
■共同事業拠出金
　高額医療費共同事業に係る拠出金で
す。
■後期高齢者支援金
　長寿医療制度を支えるために国保が
負担するお金です。
■介護納付金
　介護保険制度を支えるために国保が
負担するお金です。
■直診勘定繰出金
　直営診療所に対する国の補助金です。
■総務費
　システム改修など国保の事業運営に
かかる経費です。

国保世帯数（年間平均）

被保険者数（年間平均）

1世帯当たり調定額（医療分）

1人当たり調定額（医療分）

1人当たり医療費

国保税収納率（現年度分）

775世帯

1,340人

89,422円

51,718円

363,359円

96.72%

●平成22年度実績

10万2,915円
128万0,604円
900万5,000円
240万9,714円

前期高齢者納付金
老人保健拠出金
直診勘定繰出金
総務省

※その他の支出の内訳

3億5,641万1,064円
1,680万0,840円
54万0,000円

5,077万4,473円

療養諸費
出産育児一時金
葬祭費
高額療養費

※保険給付費の内訳

46万0,509円
413万3,420円

保健衛生普及費
特定健康診査等事業費

※保健事業費の内訳

69.8%
11.3%
10.0%
4.6%
1.3%
0.8％
2.2%

100.0％

4億0,940万6,377円
6,631万4,365円
5,907万7,942円
2,696万6,463円
755万6,191円
459万3,929円
1,279万8,233円

5億8,671万3,500円

※保険給付費
　共同事業拠出金
　後期高齢者支援金
　介護納付金
　総務費
※保健事業費
※その他の支出
　　　合　計

平成22年度決算額 構成比

歳　出
586,713,500円 保険給付費

68.1%

共同事業
拠出金
11.3%

後期高齢者
支援金
10.1%

介護納付金
総務費
保健事業費
その他の支出

4.6%
1.3%
0.8%
2.2%

【お問い合わせ】
　　国保の税に関することは・・・
　　　　　財政課  ☎０７４６（６２）０９０３
　　国保の医療に関することは・・・
　　　福祉事務所  ☎０７４６（６２）０９０1

7

1 4

今月は、国保税第    期・
住民税第    期の納期です。

納期限は、    月    日です。
　　　　忘れず納めましょう！

4
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こくみんねんきん

　

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
る
方
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

　

①
自
営
業
者
な
ど
の
国
民
年
金
の

第
１
号
被
保
険
者
の
方
に
限
ら
れ
ま

す
。②
半
額
免
除
な
ど
の
一
部
免
除
を

含
め
、保
険
料
を
免
除
さ
れ
て
い
る
方

は
付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

③
60
歳
以
上
65
歳
未
満
の
方
な
ど
、国

民
年
金
の
任
意
加
入
者
の
方
も
付
加

保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

④
国
民
年
金
基
金
に
加
入
中
の
方
は
、

付
加
保
険
料
を
納
め
ら
れ
ま
せ
ん
。

　

付
加
保
険
料
の
納
付
は
、申
し
込
ん

だ
月
分
か
ら
と
な
り
ま
す
。
な
お
、納

付
期
限
を
過
ぎ
る
と
納
め
ら
れ
ま
せ

ん
。
ま
た
、口
座
振
替
や
割
安
に
な
る

前
納
制
度
も
あ
り
ま
す
。

納
付
を
や
め
て
も

　
　

掛
け
捨
て
に
な
り
ま
せ
ん

　

納
付
期
限
は
翌
月
末
日（
休
日
・
祝

日
の
場
合
は
翌
営
業
日
）で
す
。

　

付
加
保
険
料
の
手
続
き
と
相
談
先

は
、お
住
ま
い
の
市
区
町
村
の
国
民
年

金
の
窓
口
ま
た
は
住
所
地
を
管
轄
す

る
年
金
事
務
所
で
す
。

　

な
お
、付
加
保
険
料
を
納
付
し
て
い

る
方
は
、い
つ
で
も
任
意
の
と
き
に
申

し
出
て
、そ
の
納
付
を
や
め
る
こ
と
が

で
き
ま
す
が
、そ
の
場
合
で
も
掛
け
捨

て
に
は
な
り
ま
せ
ん
。

農
業
者
年
金
の
加
入
者
は

　
　
　
　
　
　

必
ず
納
め
ま
す

　

農
業
者
年
金
制
度
は
、他
の
公
的
年

金
制
度
と
同
様
に「
老
後
生
活
の
安

定
・
福
祉
の
向
上
」を
目
的
と
し
て
、年

金
事
業
を
通
じ
た
農
業
政
策
上
の
目

的
を
も
あ
わ
せ
も
っ
た
制
度
で
す
。

　

農
業
者
年
金
に
加
入
で
き
る
の
は
、

60
歳
未
満
の
国
民
年
金
の
第
１
号
被

保
険
者
で
、年
間
60
日
以
上
農
業
に
従

事
す
る
こ
と
が
要
件
と
な
っ
て
い
ま

す
。
国
民
年
金
の
保
険
料
の
免
除
を

受
け
て
い
る
人
は
加
入
で
き
ま
せ
ん
。

　

農
業
者
年
金
の
被
保
険
者
は
、国
民

年
金
の
付
加
保
険
料
を
納
付
し
な
け

れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

農
業
者
年
金
の
加
入
の
際
に
、最
初

の
窓
口
と
な
る
Ｊ
Ａ
な
ど
で
は
、市
区

町
村
の
国
民
年
金
の
窓
口
で
付
加
保

険
料
の
納
付
の
届
出
を
行
う
よ
う
に

指
導
し
て
い
ま
す
。

　

公
的
年
金
を
損
得
勘
定
で
考
え
る

の
に
は
一
部
の
ご
批
判
も
あ
り
ま
す

が
、あ
え
て
言
え
ば
、こ
の
厳
し
い「
超

低
金
利
時
代
」に
あ
っ
て
は
、朗
報
と

言
え
る
制
度
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

付
加
年
金
は
、老
齢
基
礎
年
金
と

あ
わ
せ
て
受
給
で
き
る
終
身
年
金
で

す
。
た
だ
し
、物
価
の
上
下
に
対
応
し

た「
物
価
ス
ラ
イ
ド
制
度
」（
増
額
や
減

額
）な
ど
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

一
方
、付
加
年
金
は
老
齢
基
礎
年
金

と
い
っ
し
ょ
に
支
給
さ
れ
る
た
め
、繰

上
げ
支
給
ま
た
は
繰
下
げ
支
給
を
し

た
と
き
に
は
、本
体
の
老
齢
基
礎
年
金

と
同
じ
割
合
で
減
額
ま
た
は
増
額
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

納
付
期
限
を
過
ぎ
る
と

　
　
　
　
　

納
め
ら
れ
ま
せ
ん

　

付
加
保
険
料
と
付
加
年
金
の
額

　

付
加
年
金
の
額
は
、「
２
０
０
円×

付
加
保
険
料
を
納
め
た
月
数
」の
式
で

計
算
さ
れ
ま
す
。

　

例
え
ば
、付
加
保
険
料
を
５
年
間

納
め
た
と
き
の
総
付
加
保
険
料
額
の

２
万
４
，０
０
０
円（
４
０
０
円×

60

か
月
）に
対
し
、65
歳
か
ら
老
齢
基
礎

年
金
と
一
緒
に
支
給
さ
れ
る
付
加
年

金
の
額
は
年
額
１
万
２
，０
０
０
円

（
２
０
０
円×

60
か
月
）と
な
り
ま
す
。

付
加
年
金
を
２
年
間
受
給
す
る
と
、納

付
し
た
付
加
保
険
料
総
額
と
同
額
に

な
り
ま
す
。
つ
ま
り
、２
年
間
で
元
金

が
か
え
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。
こ
れ
は
、

付
加
保
険
料
を
10
年
納
め
た
方
、40

年
納
め
た
方
に
つ
い
て
も
同
じ
こ
と
が

言
え
ま
す
。

▼
お
問
い
合
わ
せ

　
「
ね
ん
き
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」

　
　

☎
０
７
４
５（
05
）１
１
６
５

　

大
和
高
田
年
金
事
務
所

　
　

☎
０
７
４
５（
22
）３
５
３
１

　

住
民
課

　
　

☎
０
７
４
６（
62
）０
０
０
１

　

直
通
０
７
４
６（
62
）０
９
０
０

ち
ょ
っ
と
増
や
せ
る

「
付
加
年
金
」を
ご
存
じ
で
す
か

　

年
金
額
を
も
っ
と
引
き
上
げ
た
い
と
お
考
え
の
方
に
は
、「
付
加
年

金
」と
い
う
制
度
が
あ
り
ま
す
。
国
民
年
金
の
第
１
号
被
保
険
者
の

方
や
任
意
加
入
被
保
険
者
が
定
額
保
険
料
に
月
額
４
０
０
円
を
プ
ラ

ス
し
て
納
付
す
る
と
、老
齢
基
礎
年
金
に
付
加
年
金
が
上
乗
せ
し
て

支
給
さ
れ
ま
す
。
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固
定
資
産
税
納
付
に

関
す
る
お
願
い

　

次
の
よ
う
な
場
合
、財
政
課
・
税
務
係

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　

☎
０
７
４
６（
62
）０
９
０
３

●
固
定
資
産
所
有
者（
納
税
管
理
人
な

ど
）が
亡
く
な
り
相
続
登
記
が
完
了
す
る

ま
で
の
間
、固
定
資
産
税
な
ど
の
書
類

（
納
税
通
知
書
な
ど
）を
受
理
す
る
相
続

人
代
表
者
を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、こ
の
手
続
き
は
固
定
資
産
税
に

関
す
る
も
の
で
、名
義
を
変
更
す
る
相
続

登
記（
法
務
局
）や
相
続
税
の
申
告（
税
務

署
）と
は
関
係
が
な
く
、そ
れ
ぞ
れ
別
に

手
続
き
が
必
要
で
す
。

●
納
税
義
務
者
の
方
が
、十
津
川
村
外
、

奈
良
県
外
ま
た
は
外
国
へ
転
出
す
る
な
ど

や
む
を
得
な
い
理
由
で
固
定
資
産
税
を

納
付
す
る
事
が
困
難
に
な
る
場
合
、村
内

に
住
所
な
ど
を
有
す
る
方
ま
た
は
村
外

に
住
所
な
ど
を
有
す
る
方
の
う
ち
、納
税

に
関
す
る
一
切
の
事
項
の
処
理
に
つ
き
便

宜
を
有
す
る
方（
納
税
管
理
人
）を
定
め

た
場
合
は
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

●
納
税
義
務
者
の
方
が
十
津
川
村
外
に
住

所
を
有
し
、そ
の
住
所
に
変
更
が
あ
っ
た

場
合
、ま
た
法
人
で
名
称
変
更
や
住
所
変

更
な
ど
が
あ
っ
た
場
合
は
、変
更
前
と
変

更
後
の
内
容
に
つ
い
て
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

　11月・12月は、「市町村税・
県税の一斉滞納整理強化期
間」です。
　期間中、滞納のある方に催告
書をお送りしています。再三の
催告があっても納付されない場
合は、滞納のある方の財産（預
金、給与、不動産、生命保険、自
動車など）の差押えなどを行う
ことがあります。

期間中の取り組み
①市町村と県の不動産合同公売の実施
②財産調査の強化
③差押えの強化

「市町村税や県税を納付
されない方に対して自動
車を差し押さえて引き上
げることがあります。」

この期間、市町村・県では税の公平・公正を確保し、納税者の信頼を守るため、
差押えなど滞納整理の強化に取り組みます。

平成23年11月・12月は
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こ
ん
に
ゃ
く
調
理
実
習

榊
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

Ｆ
ｅ
ｅ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ
の
こ
と

ハ
ー
ブ
に
つ
い
て

フ
ィ
ー
リ
ン
ク

　
「
榊
は
、裏
の
山
か
ら
採
っ
て
き
て
神
棚
に
供

え
る
も
の
」と
い
う
方
が
多
い
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
で
も
実
は
、括
り
榊
の
他
に
も
お

花
と
合
わ
せ
た
り
リ
ー
ス
に
し
た
り
と
、様
々

な
活
用
方
法
が
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
の
先
生
と
一
緒
に

新
し
い
榊
の
使
い
方
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
？

11
月
〜
２
月
の
う
ち
毎
月
１
回
、全
４
回
開
催

し
ま
す
。

　

８
月
に
近
畿
大
学
農
学
部
の
Ｆ
ｅ
ｅ
Ｌ
ｉ
ｎ
ｋ

と
い
う
団
体
の
学
生
た
ち
と
地
域
興
し
に
つ
い

て
話
し
あ
う
機
会
が
あ
り
ま
し
た
。Ｆ
ｅ
ｅ
Ｌ
ｉ

ｎ
ｋ
は
環
境
に
つ
い
て
研
究
し
て
お
り
、小
学
校

で
環
境
の
授
業
を
行
っ
た
り
、緑
化
活
動
や
生

き
物
の
生
息
場
所
づ
く
り
、地
域
活
性
の
お
手

伝
い
な
ど
を
し
て
い
ま
す
。

　

過
去
に
村
内
で
林
業
体
験
や
観
光
プ
ラ
ン
作
り

を
し
た
こ
と
も
あ
り
、今
年
の
十
津
川
で
の
合
宿

の
際
に
、協
議
会
の
取
り
組
ん
で
い
る
事
業
を
紹

介
し
、「
地
域
活
性
と
は
何
か
」に
つ
い
て
話
し
合
い

ま
し
た
。「
地
域
活
性
に
つ
い
て
、学
生
は
・
Ｆ
ｅ
ｅ
Ｌ

ｉ
ｎ
ｋ
は
何
が
で
き
る
か
」と
い
う
テ
ー
マ
で
意
見

を
出
し
合
い
、活
発
な
議
論
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
村
外
の
大
学
生
が
十
津
川
の
こ
と

を
考
え
て
く
れ
て
い
る
こ
と
を
嬉
し
く
思
い
ま

す
。
彼
ら
が
情
報
発
信
を
す
る
こ
と
で
観
光
客

が
増
え
た
り
、交
流
の
中
で
活
性
化
の
ヒ
ン
ト

が
生
ま
れ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。

　

商
品
と
な
る
品
質
の
高
い
ハ
ー
ブ
を
作
り
、

そ
れ
ら
の
利
用
法
を
考
え
加
工
品
を
開
発
し
て

い
き
ま
す
。

　

ハ
ー
ブ
と
平
行
し
て
進
め
て
い
る
の
が「
こ

ん
に
ゃ
く
」で
す
。
こ
ん
に
ゃ
く
は
獣
害
に
強

く
、昔
か
ら
十
津
川
村
で
食
さ
れ
て
き
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
は
従
来
の
食
べ
方
だ
け
で
な
く
、甘

味
物
や
お
漬
物
な
ど
今
ま
で
と
は
違
っ
た
料
理

や
食
べ
方
を
み
な
さ
ん
に
提
案
し
て
い
く
予
定

で
す
。

ず
は
村
の
み
な
さ
ま
に
知
っ
て
も
ら
い
、ゆ
く

ゆ
く
は
村
の
特
産
品
と
し
て
村
外
へ
発
信
で

き
る
よ
う
に
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
そ

れ
ら
を
通
じ
て
各
事
業
が
成
長
し
、産
業
と
し

て
成
り
立
つ
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　
ハ
ー
ブ
の
効
能
や
幅
広
い
用
途
を
知
り
、実

際
に「
食
」と「
も
の
」の
２
つ
の
分
野
の
加
工

品
を
作
る
実
習
も
兼
ね
た
、全
５
回
の
講
座
を

開
催
中
で
す
。
ま
た
、ハ
ー
ブ
の
栽
培
に
関
す

る
講
座
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
講
座
で
は
、ハ

ー
ブ
の
植
え
付
け
か
ら
手
入
れ
の
仕
方
、収
穫

の
仕
方
な
ど
を
学
び
ま
す
。

　
協
議
会
は
、武
蔵
の
休
耕
地
で
ビ
ニ
ー
ル
ハ

ウ
ス
と
地
植
え
の
２
つ
の
方
法
で
試
験
栽
培

を
行
い
ま
す
。
需
要
の
多
さ
や
、土
地
と
の
相

性
、昴
の
郷
で
試
験
栽
培
中
に
獣
害
に
あ
わ
な

か
っ
た
と
い
う
事
実
な
ど
か
ら
、

“

バ
ジ
ル”

を

主
と
し
て
栽
培
す
る
こ
と
に
決
ま
り
ま
し
た
。

た
だ
し
、本
来
植
え
付
け
時
期
は
Ｇ
Ｗ
頃
な
の

で
、今
は
一
時
的
に
チ
ャ
イ
ブ
・
イ
タ
リ
ア
ン

パ
セ
リ
・
チ
ャ
ー
ビ
ル
・
マ
ス
タ
ー
ド
イ
エ
ロ

ー
を
植
え
植
え
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

早
い
も
の
で
、も
う
12
月
で
す
。
台
風
後
、予

定
し
て
い
た
セ
ミ
ナ
ー
が
中
止
と
な
っ
て
い
ま

し
た
が
、11
月
末
か
ら
各
種
セ
ミ
ナ
ー
を
再
開

し
ま
し
た
。
３
月
ま
で
セ
ミ
ナ
ー
の
予
定
が
目

白
押
し
で
す
の
で
、ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　

セ
ミ
ナ
ー
を
通
し
て
、私
た
ち
協
議
会
と
し

て
も
開
発
、試
作
品
作
り
、試
験
販
売
を
繰
り

返
し
て
商
品
を
磨
き
上
げ
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
そ
の
た
め
に
商
品
と
の
接
点
を
多
く
持

て
る
よ
う
、村
内
の
飲
食
店
や
お
宿
の
食
事
で

の
提
供
、売
店
で
の
販
売
な
ど
が
で
き
る
よ
う

な
場
づ
く
り
も
必
要
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま

【発信】
地域雇用創造協議会事務局
住所：十津川村小原225-1
         十津川村役場
         観光振興課内
電話：0746-62-0004
      （内線：235・236・237）

↑〈調理実習の様子〉

↑〈村内で栽培されているハーブ〉

く
く
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おくやみおくやみ

（敬称略）善意銀行善意銀行

今西喜代茂
井村　頼子
田中　孝夫
山本　忠美
森　　段造
森　　勝子
藤川　繁子
市原　竹尾
岡　　美佳
山村冨美子
津本　正子
上坊　達郎
森本ミツ子
森下　泰霽
千葉ヒサエ
植　　靖彦
久保さかゑ
津越八重子
岡　　信幸
辻　アヤ子
和田　泰尚
西増　房夫

102
90
73
57
82
79
68
90
36
95
81
74
87
78
84
98
90
83
80
88
79
82

31
2
3
3
4
4
4
4
4
4
13
17
18
22
25
26
26
10
10
20
21
6

歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳
歳

8月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
9月
10月
10月
10月
10月
11月

日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日
日

（風　屋）
（谷　瀬）
（上湯川）
（谷垣内）
（長　殿）
（長　殿）
（長　殿）
（長　殿）
（野　尻）
（折　立）
（宇宮原）
（出　谷）
（上野地）
（平　谷）
（小山手）
（竹　筒）
（高　津）
（山　手）
（池　穴）
（平　谷）
（谷垣内）
（神　下）

おめでたおめでた
瀧本　祐子     9月  27日
父：正章　　母：鈴子　（平　谷）

（ゆうこ）　 女

岡田　吴大     11月  12日
父：亥早夫　母：七美　（五百瀬）

（こうだい）　 男

玉置　一也（折　立） 前倉　紗織（永　井）
松井　良紀（永　井） 仲間まゆみ（箕面市）

ご 結 婚ご 結 婚

・アムウェイスターシップグループ
  　梅谷　倫美、西　克子
・中野　利夫
・泉谷　和子
・岸尾　ます子
・天理教十津川分教会
・大和高田市社会福祉協議会
・東大阪市社会福祉協議会

辻　有磨ちゃん(小原)
（9月1日生まれ・満1歳）

食べるの大好き
　　　　　　元気に育ってね。

父･･･隼人　母･･･紀子

ゆう ま

上垣　友乃ちゃん(谷垣内)
（11月9日生まれ・満1歳）
笑顔がかわいいゆのちゃん
　♪これからも元気
　　　いっぱい育ってね !
父･･･幸治　母･･･小由里

ゆ　の

稲田　陽菜ちゃん（折立）
（１１月２８日生まれ・満２歳）
元気いっぱい！
　　笑顔いっぱい！の
　　　　１年にしようね☆
父･･･学　母･･･由紀子

ひ　な

則本　渉ちゃん（出谷）
（１２月１８日生まれ・満１歳）

渉の笑顔にいつも
　元気をもらっています！！

父･･･辰人　母･･･裕子

わたる

片山　瑳京ちゃん（小原）
（９月７日生まれ・満２歳）

歌と踊りが
　　上手になりました♪

父･･･慎也　母･･･清美

さきょう

森　謙志郎ちゃん（上野地）
（１０月２８日生まれ・満１歳）
え？っていう顔からの
　笑顔に乾杯！
　　いつまでも健やかに☆
父…操織　母…恭子

けん し ろう

榊本　爽葵陽ちゃん（平谷）
（１０月１１日生まれ・満２歳）

　　 明るく元気に☆

父･･･雅之　母･･･ナターリヤ

そ ふぃ や

まだまだ若い者には
　　　　　　負けやぁせん！
玉田　文夫さん（89歳）男性　谷瀬

しゅうと

毎日畑仕事。収穫したものや草餅をつり橋茶屋に出荷
するのが楽しみ。「おかげさまで」と先人に感謝の気
持ちで日々暮らしています。ひ孫の顔を見るまで頑張
りたい。

●10月18日付の臨時号１ページの「災害時における雇用保険失業給付の特別措置について」の箇所で、「村内に所在す
る事業所で雇用されていた方（注１）、災害時やむを得ず事業所が休業（注２）」の箇所で注意事項が未記載でしたので訂
正しお詫び申し上げます。
注１⇒雇用保険に６か月以上加入しているなどの要件を満たす方／注２⇒災害で直接被害を受け休廃止した場合が対象
●今月号のHOTニュース、読者のページは休みます。

このコーナーでは、発行月
に誕生日を迎える子ども
（１～３歳）の写真や、ご
結婚された幸せなお二人
の写真を募集しています。
詳しくは、総務課・広報担
当までお気軽にお問い合
わせください。
☎0746（62）0001

訂正と
お詫び

 

 



右上：１１月１３日に西川中学校グランドで
行われた第７回西川区ソフトボール大会。
５チームが参加し「出谷・上湯川チーム」が
優勝！小学生チームも大健闘しました。
右：１１月１８日に昴の郷で行われた村ゲー
トボール大会。４チームが参加し、「風屋
チーム」が優勝！また、２５日には同会場でグ
ランドゴルフ大会が行われ、森　孝行さん
（小原）が優勝しました。

「昴の郷」マラソン大会
２０１２年１月２９日（日）１０：００スタート
ゲストランナー 高石ともやさん 出場

災害復興イベント 第３６回十津川温泉郷

・ハーフの部に替わり、５ｋｍの部を設置
・ボランティアスタッフ募集中 
  問十津川村教育委員会 「昴の郷マラソン大会」係 
     ☎0746（62）0067
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日・603号

　台風12号災害で、被災されたみなさまに
お見舞いと亡くなられた方々のご冥福をお
祈りしますとともに、行方不明になっている
方々が早く発見されますよう心よりお祈りし
ます。人的災害が起こったとき、よく知ってい
る人でしたから「これは夢であってほしい」と
何度も現実逃避したくなるときがありまし
た。日が経つにつれテレビや新聞から情報
が入ってきて、現状を飲み込むしかありませ
んでした。３か月が経った今、村は復興への
道のりを歩み始めています。村に支援くだ
さった方々、復旧に携わってくれた方々な
ど、人の温かみが改めて身にしみました。こ
の村報を読んでいるみなさんに伝えたい
「ありがとう」という感謝の気持ちを。 （R・M）

「十津川村フェア」奈良公園内
で、十津川温泉郷の復活をア
ピール中。

　何十年何百年に一度といわれる災害が重
なった今年、東日本大震災や紀伊半島大水
害は尊い命を奪い多くの方々が被災しまし
た。本当に大変な状況の中、全国から被災地
を支援する動きが起こり「うねり」となり支援
の輪が広がっていきました。人と人のつなが
りが薄れて久しいと言われる現在、「他人事
ではない」「助け合う」といった日本人の精神
がそこにはありました。村も明治22年に次ぐ
大水害を受けましたが、本当に多くの温かい
ご支援をいただきました。いろんな形で苦し
みや悲しみを抱えつつも復興に向けた動き
が広がっていくのだと思います。急流を乗り
越えた鯉が龍になる昔話を思い、気持ち新た
に迎えたい2012年の辰年です。       （Ｙ・Ｔ）

●世帯数　1,997世帯（＋5世帯）

●人　口　4,010人（＋4人）

【平成23年12月１日現在  （　）は前月比】

男性 　1,991人（＋10人）／女性　2,019人（－6人）

健康に影響のない範囲で取り組もう！今冬の節電対策

第５８回十津川村駅伝大会
２０１２年１月８日（日）１０：００スタート
上野地→重里　８区間（３７.９ｋｍ）

第５８回十津川村駅伝大会
２０１２年１月８日（日）１０：００スタート
上野地→重里　８区間（３７.９ｋｍ）

十津川村消防出初式
２０１２年１月６日（金）10：００～
湯之原　体育文化センター

十津川村消防出初式
２０１２年１月６日（金）10：００～
湯之原　体育文化センター

奈良県最低賃金が
改定されました。
時間額　693円
(Ｈ23.10月７日発効)
最低賃金は、雇用形態や
呼称を問わず、すべての
労働者に適用されます。
　問奈良労働局賃金室
　　☎0742（32）0206

 



村報とつかわ 
むらづくりのキャッチフレーズ  「心身再生の郷」 【特集】 

P2～P7　災害特集 
○カメラスケッチ○お知らせ○議会だより○村職員の給与等
○国保だより○国民年金○税○村を元気にするために○人の動き

村民憲章 
１．私たちは 歴史と伝統を大切にしましょう 
１．私たちは 美しい自然を守りましょう 
１．私たちは 郷土の文化を高めましょう 
１．私たちは 豊かな人情を育てましょう 
１．私たちは 仕事に誇りを持って働きましょう 

December.２０１１
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